
●
ガ
レ
ソ
ン
の
飛
子
漁

飛
び
魚
の
卵
（
飛
子
）
と
い
う
の
を
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
飛
子
は
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
で

高
級
食
材
と
な
り
、
こ
こ
ガ
レ
ソ
ン
地
区
（
訳
注

１
）
か
ら
毎
年
何
ト
ン
も
が
輸
出
さ
れ
、
多
額
の

収
入
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
こ
に
は
昨
年
、
飛

子
二
○
ト
ン
、
五
○
億
ル
ピ
ア
（
約
五
八
○
○
万

円
）
を
ロ
シ
ア
へ
輸
出
し
た
業
者
が
い
る
。

ガ
レ
ソ
ン
の
漁
民
に
と
っ
て
、
飛
子
は
プ
リ
マ

ド
ン
ナ
と
も
い
う
べ
き
華
や
か
な
輸
出
商
品
で
あ

る
と
と
も
に
、
昔
か
ら
続
く
パ
ト
ロ
ン
＝
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
的
な
沿
岸
部
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
象
徴
す

る
産
物
で
も
あ
る
。
飛
子
の
値
段
が
上
が
り
始
め

た
の
は
一
九
七
○
年
代
初
め
頃
か
ら
で
、
ガ
レ
ソ

ン
の
漁
民
が
最
も
好
む
産
物
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
飛
子
は
食
用
以
外
に
薬
用
と
し
て

も
使
わ
れ
る
そ
う
だ
。
飛
子
に
も
、
海
藻
に
多
く

含
ま
れ
る
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
が
含
ま
れ
る
。
バ
ン
ダ

ア
チ
ェ
の
シ
ャ
ー
ク
ア
ラ
大
学
で
海
洋
学
を
教
え

る
ム
ス
リ
・
ム
ス
マ
ン
講
師
（
か
つ
て
琉
球
大
学

に
留
学
）
に
よ
れ
ば
、
飛
子
は
血
行
促
進
の
作
用

を
も
た
ら
し
、
間
接
的
だ
が
性
欲
を
高
め
る
。

こ
れ
ま
で
、
パ
ト
ラ
ニ
（patorani

）
と
現
地

語
で
呼
ば
れ
る
飛
子
漁
民
は
、
飛
子
（
マ
カ
ッ
サ

ル
語
で
は
ト
ゥ
イ
ン
ト
ゥ
イ
ン
〔tuing tuing

〕

と
呼
ぶ
）
を
探
し
て
海
原
か
ら
海
原
へ
と
動
き
回

っ
て
き
た
。
ラ
テ
ン
語
で
ダ
ク
テ
ィ
ロ
プ
ス
・
ダ

ク
テ
ィ
ロ
プ
ス
（D

actylopus dactylopus

）（
訳

注
２
）
と
呼
ば
れ
る
こ
の
魚
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ

と
、
ス
ラ
ヤ
ー
ル
（
訳
注
３
）
か
ら
東
カ
リ
マ
ン

タ
ン
に
至
る
マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
を
中
心
と
す
る
海

域
で
追
い
求
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
で

は
、
多
く
の
漁
民
は
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
へ
向
か
い
、

パ
プ
ア
の
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
海
域
（
訳
注
４
）
へ
ま

で
飛
び
魚
を
追
い
求
め
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。

一
○
月
は
、
ガ
レ
ソ
ン
の
飛
子
漁
民
が
漁
を
終

え
て
戻
っ
て
く
る
季
節
で
あ
る
。
以
前
か
ら
、
ガ

レ
ソ
ン
は
タ
カ
ラ
ー
ル
県
の
地
域
経
済
を
支
え
る

重
要
な
地
区
で
、
大
都
市
マ
カ
ッ
サ
ル
に
近
い
と

い
う
戦
略
的
な
立
地
が
利
点
と
な
っ
て
い
る
。

●
ど
の
よ
う
に
飛
子
を
獲
る
か

こ
の
飛
子
漁
で
は
、
ブ
ブ
（bubu

）
と
呼
ば
れ

る
漁
具
を
使
う
。
ブ
ブ
は
竹
で
で
き
た
道
具
で
網

を
伴
い
、
小
さ
く
切
ら
れ
た
椰
子
の
葉
っ
ぱ
で
重

ね
る
よ
う
に
覆
わ
れ
る
。
ル
ン
ポ
ン
（rum

pon

）

と
呼
ば
れ
る
仕
掛
け
の
一
種
で
あ
る
。
飛
び
魚
は

こ
の
ブ
ブ
の
な
か
の
椰
子
の
葉
っ
ぱ
の
と
こ
ろ
に

卵
を
産
み
落
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

ブ
ブ
の
ほ
か
に
、
パ
ッ
カ
ジ
ャ
（pakkaja

）
と

呼
ば
れ
る
仕
掛
け
も
使
わ
れ
る
。
パ
ッ
カ
ジ
ャ
は

通
常
は
一
×
二
メ
ー
ト
ル
、
大
き
い
も
の
だ
と
一

×
三
メ
ー
ト
ル
の
竹
枠
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
上

に
椰
子
の
葉
っ
ぱ
を
乗
せ
て
あ
る
。
何
十
も
の
パ

ッ
カ
ジ
ャ
が
紐
で
結
わ
え
ら
れ
、
海
の
中
に
入
れ

ら
れ
て
か
ら
、
帆
船
で
ゆ
っ
く
り
と
引
か
れ
て
い

く
。
そ
の
と
き
、
産
卵
し
た
い
飛
び
魚
が
海
中
か

ら
飛
び
出
し
、
パ
ッ
カ
ジ
ャ
に
引
っ
か
か
っ
て
く

る
。
飛
び
魚
は
こ
の
ブ
ブ
や
パ
ッ
カ
ジ
ャ
に
卵
を

産
み
つ
け
る
。
パ
ッ
カ
ジ
ャ
は
沈
ん
だ
よ
う
に
見

え
る
が
、
そ
れ
は
パ
ッ
カ
ジ
ャ
が
飛
子
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
飛
子
漁
民
は
そ

の
後
に
パ
ッ
カ
ジ
ャ
を
引
き
上
げ
、
椰
子
の
葉
っ

ぱ
に
く
っ
つ
い
た
飛
子
を
は
が
し
て
、
ま
た
海
中

に
パ
ッ
カ
ジ
ャ
を
落
と
す
の
で
あ
る
。

黄
金
色
を
し
た
飛
子
は
、
船
上
で
日
干
し
に
さ

れ
る
。
ダ
エ
ン
・
タ
ラ
ン
、
ダ
エ
ン
・
テ
ィ
ム
ン
、

ダ
エ
ン
・
ト
ラ
の
三
人
の
漁
民
が
飛
子
の
収
集
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、「
調
子
が
よ
け
れ
ば
、
週
に

約
一
○
○
キ
ロ
の
乾
燥
飛
子
を
持
っ
て
帰
る
。
で

も
平
均
で
は
五
○
〜
一
○
○
キ
ロ
ぐ
ら
い
か
な
。

ガ
レ
ソ
ン
の
飛
子
は
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�

カ
マ
ル
デ
ィ
ン
・
ア
ジ
ス

漁民が見せてくれた飛子（松井和久撮影）
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と
く
に
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
海
域
か
ら
の
は
ね
。
フ
ァ

ク
フ
ァ
ク
の
は
マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
の
と
魚
の
種
類

は
ち
ょ
っ
と
違
う
け
ど
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

こ
と
で
有
名
な
ん
だ
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

●
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
海
域
へ

ガ
レ
ソ
ン
地
区
の
住
民
で
今
は
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク

に
住
む
ダ
エ
ン
・
タ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
こ
こ
数
年

の
間
に
、
何
百
隻
も
の
飛
子
漁
民
の
船
が
飛
び
魚

を
探
し
に
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
海
域
へ
や
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。
飛
子
漁
歴
は
ま
だ
数
年
だ
が
、
彼

は
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
の
沿
岸
へ
漁
民
を
ガ
レ
ソ
ン
地

区
か
ら
連
れ
て
く
る
仕
事
も
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
漁
民
に
は
、
三
カ
月
ご
と
に
ガ
レ
ソ
ン
へ
帰
る

者
も
い
れ
ば
、
六
カ
月
ご
と
に
帰
る
者
も
い
る
。

一
九
七
○
年
代
か
ら
一
九
九
○
年
代
ま
で
は
、

ス
ラ
ヤ
ー
ル
海
域
の
西
側
あ
る
い
は
マ
ド
ゥ
ラ
海

域
に
近
い
カ
ル
カ
ル
ク
ア
ン
島
（
訳
注
５
）
か
ら

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
デ
ラ
ワ
ン
島
（
訳
注
６
）
ま

で
の
海
域
が
、
ガ
レ
ソ
ン
の
飛
子
漁
民
の
活
動
領

域
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
伝
統
に
基
づ
い
た
飛
子
漁

を
行
っ
て
き
て
い
る
漁
民
で
あ
り
、
飛
子
漁
が
沿

岸
社
会
で
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
場
か
ら
の
需
要
が
増
え
、
こ
の
海

域
で
の
飛
子
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
飛
子
漁
の
領
域
も
パ
プ
ア
の
西
側
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
飛
子
漁
民
に
と
っ
て
、
飛

子
を
求
め
て
漁
を
続
け
た
結
果
、
こ
の
未
知
の
海

域
に
入
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ガ
レ
ソ
ン
の
漁
民
に
よ
る
と
、
マ
カ
ッ
サ
ル

海
峡
の
飛
子
の
ほ
う
が
一
般
に
滑
ら
か
で
柔
ら
か

く
、
粗
く
て
大
き
い
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
海
域
の
飛
子

と
は
種
類
が
異
な
る
。
よ
り
滑
ら
か
な
飛
子
の
ほ

う
が
外
国
市
場
で
は
好
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

●
経
済
的
な
側
面

最
初
の
漁
に
出
る
た
め
に
、
飛
子
漁
民
は
一
○

○
○
〜
一
二
○
○
万
ル
ピ
ア
（
約
一
二
〜
一
四
万

円
）
の
資
金
を
借
り
る
が
、
次
の
漁
か
ら
借
金
の

額
は
減
り
、
大
体
五
○
○
〜
七
○
○
万
ル
ピ
ア

（
約
六
〜
八
万
円
）
程
度
に
な
る
。
借
入
資
金
の

返
済
は
漁
民
が
漁
獲
し
た
飛
子
で
支
払
わ
れ
、
そ

れ
に
、
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
や
干
し
イ
ワ
シ
な
ど
漁
獲

し
た
魚
の
二
○
〜
三
○
％
を
支
払
い
に
加
え
る
。

資
金
を
返
済
し
て
も
、
飛
子
漁
民
は
親
方
（
船

長
）
と
乗
組
員
た
ち
に
漁
獲
し
た
飛
子
を
分
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
の
場
合
、
飛
子
漁
の
漁

船
一
隻
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
持
っ
た
五

〜
六
人
の
乗
組
員
が
乗
り
込
ん
で
い
る
。

ガ
レ
ソ
ン
沿
岸
で
は
、
三
○
年
以
上
前
か
ら
、

パ
パ
レ
レ
（papalele

）
と
い
う
資
本
家
と
飛
子

漁
民
と
の
間
の
パ
ト
ロ
ン
＝
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係

に
基
づ
く
経
済
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
き
た
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
継
続
し
た
理
由
は
三
つ
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
第
一
に
、
ジ
ュ
ク
・
マ
ヌ
ル
ン
（juku 

m
anurung

）、
つ
ま
り
「
天
か
ら
降
り
て
き
た

魚
」
と
呼
ば
れ
る
飛
び
魚
が
ま
だ
獲
れ
る
こ
と
。

第
二
に
、
外
国
の
飛
び
魚
に
対
す
る
需
要
が
益
々

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
単
純
だ
と
は
い

え
、
漁
獲
方
法
が
改
良
さ
れ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

二
○
○
七
年
四
月
、
ガ
レ
ソ
ン
地
区
の
有
力
な

パ
パ
レ
レ
の
一
人
バ
バ
・
ロ
ン
ポ
は
、
大
き
さ
が

ソ
ー
ト
さ
れ
て
き
れ
い
な
第
一
級
品
の
飛
子
に
キ

ロ
当
た
り
二
○
万
ル
ピ
ア
（
約
二
三
○
○
円
）
の

値
段
を
つ
け
た
。
北
ガ
レ
ソ
ン
の
パ
ラ
サ
ン
ガ
ン

・
ベ
ル
村
に
住
む
仲
買
人
の
ダ
エ
ン
・
テ
ィ
ム
ン

が
言
う
よ
う
に
、
四
〜
一
○
月
の
間
に
価
格
は
一

二
万
五
○
○
○
〜
二
五
万
ル
ピ
ア
（
約
一
五
○
○

〜
三
○
○
○
円
）
の
間
を
上
下
す
る
。

九
月
時
点
で
、
パ
パ
レ
レ
の
レ
ベ
ル
で
の
価
格

は
二
五
万
ル
ピ
ア
を
超
え
た
が
、
豊
漁
期
で
漁
獲

期
を
終
え
る
一
○
月
に
な
る
と
、
価
格
は
漁
民
レ

ベ
ル
で
一
二
万
ル
ピ
ア
ま
で
下
が
る
。
一
九
九
七

〜
一
九
九
八
年
の
通
貨
危
機
の
と
き
は
、
飛
子
の

価
格
は
キ
ロ
三
六
万
ル
ピ
ア
（
約
四
二
○
○
円
）

に
達
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
飛
子
の
主
な
輸
出

先
は
日
本
、
韓
国
、
香
港
、
台
湾
で
あ
る
。

●
資
金
調
達
方
法

資
金
の
調
達
源
は
様
々
だ
が
、
多
く
の
場
合
、

銀
行
か
ら
の
信
用
供
与
以
外
に
は
自
分
の
貯
蓄
を

充
て
る
こ
と
が
多
い
。
あ
る
い
は
、
単
純
な
収
入

分
与
シ
ス
テ
ム
を
採
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば

二
対
一
で
分
け
る
場
合
、
二
が
パ
パ
レ
レ
、
一
が

漁
民
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

漁
の
準
備
や
必
要
を
満
た
す
運
転
資
金
の
調
達

は
資
本
家
が
責
任
を
持
つ
。
た
と
え
ば
、
船
、
網
、

パ
ッ
カ
ジ
ャ
、
灯
油
、
軽
油
に
加
え
て
、
コ
メ
、

飲
料
、
野
菜
、
コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、
薬
な
ど
日

常
の
必
需
物
資
に
至
る
ま
で
、
用
意
を
す
る
。

漁
の
社
会
経
済
的
な
側
面
か
ら
、
パ
パ
レ
レ
に

付
い
て
船
に
乗
る
数
人
の
乗
組
員
も
ガ
レ
ソ
ン
の

住
民
以
外
に
様
々
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ジ
ェ
ネ

飛子の大きさをソーティングする労働者
（筆者撮影）
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ポ
ン
ト
、
パ
ン
ケ
ッ
プ
、
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
コ

タ
バ
ル
な
ど
か
ら
の
乗
組
員
も
い
る
。
マ
カ
ッ
サ

ル
海
峡
全
体
で
飛
子
漁
を
行
っ
て
い
る
船
が
三
○

○
隻
程
度
、
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
海
域
で
は
五
○
○
隻

程
度
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
は
親
方
と
乗
組

員
合
わ
せ
て
五
〜
六
人
が
乗
る
。
と
く
に
、
ガ
レ

ソ
ン
だ
け
で
中
小
規
模
の
パ
パ
レ
レ
が
約
二
○
○

人
、
大
規
模
の
パ
パ
レ
レ
が
約
三
○
人
い
る
。
資

金
規
模
は
五
○
○
○
万
ル
ピ
ア
程
度
か
ら
何
十
億

ル
ピ
ア
の
パ
パ
レ
レ
ま
で
様
々
で
あ
る
。
そ
う
考

え
る
と
、
こ
の
ガ
レ
ソ
ン
沿
岸
の
飛
子
漁
に
は
約

二
万
人
の
漁
民
、
親
方
、
パ
パ
レ
レ
、
日
雇
い
、

仲
買
人
ら
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

飛
子
漁
の
航
海
に
は
ふ
つ
う
約
一
カ
月
は
必
要

で
あ
る
。
ま
っ
た
く
獲
れ
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
で
漁
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
、

た
と
え
ば
、
パ
ッ
カ
ジ
ャ
や
ブ
ブ
が
大
き
な
貨
物

船
の
航
行
で
壊
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
本
当
に
飛

び
魚
に
め
ぐ
り
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。
一
度
で
も
飛
子
漁
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、

中
小
規
模
の
資
本
家
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
と

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
銀
行
や
資
金
提
供
者

か
ら
自
宅
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
り
も
す
る
。

●
ダ
エ
ン
・
ガ
ッ
シ
ン
の
成
功
物
語

ガ
レ
ソ
ン
に
は
、
資
本
金
や
保
有
す
る
資
産
な

ど
か
ら
み
て
、
大
規
模
な
資
金
提
供
者
や
パ
パ
レ

レ
が
何
人
か
い
る
。
彼
ら
は
何
億
ル
ピ
ア
も
の
資

金
力
を
持
つ
大
物
パ
パ
レ
レ
で
あ
り
、
な
か
で
も

ハ
ジ
・
ガ
ッ
シ
ン
は
数
十
億
ル
ピ
ア
の
資
金
力
を

持
つ
と
み
ら
れ
、
会
社
の
ほ
か
、
第
一
級
・
第
二

級
の
飛
子
を
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
飛
子
加
工
作
業

所
も
持
ち
、
そ
こ
で
は
、
地
元
の
主
婦
や
若
い
女

性
た
ち
を
季
節
労
働
者
と
し
て
雇
う
。
彼
は
、
日

本
市
場
を
含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
。

ダ
エ
ン
・
ガ
ッ
シ
ン
は
ガ
レ
ソ
ン
で
成
功
し
た

「
上
級
パ
パ
レ
レ
」
の
一
人
で
あ
る
。
一
九
八
七

年
に
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
海
洋
水
産
学
部
を
卒
業

し
た
こ
と
が
、
ガ
レ
ソ
ン
の
飛
子
漁
民
の
間
で
の

誇
り
で
あ
る
。
情
報
の
活
用
と
努
力
に
よ
っ
て
、

彼
は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
広
げ
、

ロ
シ
ア
へ
も
飛
子
を
輸
出
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
の
一
○
月
、
彼
に
よ
る
と
、
キ
ロ
当
た
り
の

飛
子
の
最
新
価
格
は
二
八
・
四
米
ド
ル
だ
が
、
日

本
の
バ
イ
ヤ
ー
は
二
二
・
三
米
ド
ル
、
韓
国
の
バ

イ
ヤ
ー
は
二
三
米
ド
ル
を
提
示
し
て
き
た
。
ダ
エ

ン
・
ガ
ッ
シ
ン
は
す
で
に
集
め
た
約
二
○
ト
ン
の

飛
子
の
在
庫
を
持
っ
て
お
り
、
価
格
が
安
定
す
る

の
を
待
っ
た
。
飛
子
生
産
が
減
少
傾
向
な
の
で
、

韓
国
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
二
五
米
ド
ル
の
提
示
が
あ

っ
て
も
、
在
庫
を
ま
だ
放
出
し
な
か
っ
た
。

イ
ン
ダ
・
サ
リ
有
限
会
社
の
御
旗
の
下
、
ダ
エ

ン
・
ガ
ッ
シ
ン
は
自
己
資
金
や
一
部
銀
行
借
入
か

ら
何
十
人
も
の
パ
パ
レ
レ
や
親
方
に
資
金
を
融
通

し
て
き
た
。
彼
の
営
む
飛
子
の
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

い
う
事
業
は
、
主
婦
や
地
元
の
失
業
者
に
対
し
て

収
入
を
与
え
る
の
に
貢
献
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

飛
子
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
彼
は
約
八
○
〜
一
○
○
人

の
主
婦
や
倉
庫
で
働
く
何
人
か
の
従
業
員
に
雇
用

機
会
を
与
え
、
飛
子
を
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
洗
浄

し
、
白
い
繊
維
分
を
取
り
除
く
作
業
を
進
め
て
き

た
。
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
で
キ
ロ
当
た
り
四
○

○
○
〜
五
○
○
○
ル
ピ
ア
（
約
四
七
〜
五
八
円
）

の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
の
で
、
労
働
者
一
人
で
見

る
と
一
日
当
た
り
二
万
五
○
○
○
〜
三
万
ル
ピ
ア

（
約
二
九
五
〜
三
五
○
円
）
の
賃
金
と
な
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
昨
年
の
売
り
上
げ
は
一
二
○

億
ル
ピ
ア
（
一
・
四
億
円
）
で
あ
り
、
今
年
は
そ

れ
を
上
回
る
一
四
○
億
ル
ピ
ア
（
一
・
六
億
円
）

を
す
で
に
達
成
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報

へ
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ほ
か
に
、
彼
自
身
が

大
阪
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
親
し
い
バ
イ
ヤ
ー
を
持

つ
。
日
本
へ
送
る
以
外
に
、
二
○
○
六
年
に
は
乾

燥
飛
子
八
ト
ン
と
生
飛
子
四
四
ト
ン
を
韓
国
へ
、

飛
子
二
○
ト
ン
を
ロ
シ
ア
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
輸
出
し

た
。
二
○
○
七
年
に
売
っ
た
の
は
乾
燥
飛
子
四
○

ト
ン
と
生
飛
子
四
四
ト
ン
で
あ
る
。
こ
れ
を
達
成

で
き
た
の
は
、
情
報
を
活
用
し
、
有
利
な
価
格
情

報
を
探
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
の
成
功
は
、
バ
ル

ー
県
の
日
系
養
殖
会
社
で
従
業
員
と
し
て
働
い
て

日
本
人
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
た
こ
と
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
浮
き
沈
み
を
経
験
し
た
こ
と
、
故
郷
ガ
レ
ソ

ン
で
漁
業
振
興
に
つ
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
か
っ
た
こ
と
、
と
無
関
係
で
は
な
い
。

●
飛
子
漁
民
の
地
位
強
化
を
目
指
し
て

私
は
、
現
状
に
批
判
的
な
仲
買
人
の
ハ
ジ
・
ト

ラ
と
も
会
っ
た
。
彼
が
言
う
に
は
、
こ
れ
ま
で
、

価
格
低
下
傾
向
に
直
面
し
た
大
規
模
パ
パ
レ
レ
た

ち
は
、
第
一
級
品
と
第
二
級
品
と
を
混
ぜ
て
、
価

格
を
弄
ぶ
傾
向
が
あ
る
。
彼
の
家
で
は
、
少
女
た

ち
が
飛
子
の
大
き
さ
を
ソ
ー
ト
し
て
洗
浄
し
、
白

い
繊
維
分
を
取
り
除
く
作
業
を
し
て
い
る
が
、
そ

連載
スラウェシ
市民通信
⑪
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の
脇
に
は
、
六
○
○
万
ル
ピ
ア
（
約
七
万
円
）
相

当
の
デ
ジ
タ
ル
式
計
量
器
と
二
○
○
万
ル
ピ
ア

（
二
万
三
○
○
○
円
）
相
当
の
水
分
含
有
量
測
定

器
が
置
い
て
あ
る
。
ハ
ジ
・
ト
ラ
は
飛
子
の
品
質

保
持
に
細
心
の
注
意
を
示
し
て
い
る
。

ハ
ジ
・
ト
ラ
に
よ
る
と
、
飛
子
は
高
く
売
れ
る

け
れ
ど
も
、
大
半
の
漁
民
の
生
活
は
今
も
貧
し
く
、

そ
の
状
態
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
飛

子
の
お
い
し
さ
と
溢
れ
る
ほ
ど
の
米
ド
ル
は
、
パ

パ
レ
レ
と
呼
ば
れ
る
船
主
な
ど
一
握
り
の
者
た
ち

に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
私
が

訪
れ
た
ガ
レ
ソ
ン
地
区
の
集
落
の
様
子
を
見
て
も
、

ま
だ
住
環
境
の
標
準
を
満
た
し
て
は
い
な
い
し
、

雨
露
を
し
の
げ
る
程
度
の
家
々
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
永
続
的
で
不
均
等
な
依
存
関
係
が
あ

る
の
だ
。
飛
子
漁
民
た
ち
は
パ
パ
レ
レ
か
ら
資
金

を
借
り
、
船
と
そ
れ
に
乗
せ
る
物
資
一
切
を
借
り

る
。
両
者
間
で
対
等
な
立
場
で
の
交
渉
な
ど
は
行

わ
れ
な
い
。
漁
民
は
、
航
海
す
る
た
め
の
知
識
と

肉
体
的
能
力
を
持
っ
て
い
て
も
、
十
分
な
資
金
は

持
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
飛
子
の
価
格
や
漁
獲

後
の
処
理
に
関
す
る
情
報
も
持
っ
て
は
い
な
い
。

小
さ
き
漁
民
た
ち
は
家
族
か
ら
遠
く
離
れ
て
死
と

向
か
い
合
わ
せ
の
状
態
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

資
本
家
や
パ
パ
レ
レ
は
、
家
で
カ
ネ
が
来
る
の
を

待
っ
て
い
る
の
だ
。
残
念
な
こ
と
に
、
漁
民
が
こ

う
し
た
状
態
を
抜
け
出
す
た
め
の
支
援
を
、
政
府

が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

外
国
で
飛
子
の
需
要
が
益
々
高
ま
り
、
東
欧
に

ま
で
飛
子
の
市
場
が
広
が
る
な
か
で
、
ハ
ジ
・
ト

ラ
は
、
あ
た
か
も
ガ
レ
ソ
ン
の
飛
子
漁
民
を
代
表

す
る
か
の
よ
う
に
、「
飛
子
漁
民
が
自
分
た
ち
の

団
体
や
組
織
を
作
り
、
情
報
や
技
能
を
持
っ
た
パ

パ
レ
レ
が
そ
れ
を
支
援
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
言
う
。
そ
の
目
的
は
、
も

ち
ろ
ん
、
飛
子
の
品
質
と
価
格
を
漁
民
が
決
め
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、

す
る
こ
と
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、

る
こ
と
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、

資
本
家
や
輸
出
業
者
に
対
す
る
漁
民
の
地
位
を
強

化
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

（K
am

aruddin A
zis

／
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

（
訳
注
１
）
マ
カ
ッ
サ
ル
市
の
南
に
位
置
す
る

タ
カ
ラ
ー
ル
県
の
西
側
沿
岸
部
の
地
区
。
マ
カ
ッ

サ
ル
市
内
か
ら
車
で
約
一
時
間
で
あ
る
。

（
訳
注
２
）
こ
の
ラ
テ
ン
語
名
の
魚
は
、
日
本

語
で
は
「
イ
ッ
ポ
ン
テ
グ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ズ

キ
目
ネ
ズ
ッ
ポ
科
の
魚
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
で

「
飛
魚
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
魚
は
、
ダ
ツ
目
ト
ビ

ウ
オ
科
の
魚
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
前
者

を
イ
カ
ン
・
ト
ゥ
ル
バ
ン
（ikan terbang

）
と
呼

ぶ
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
ま

ま
「
飛
び
魚
」
と
訳
し
た
が
、
正
確
に
は
、
日
本

の
「
飛
魚
」
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
訳
注
３
）
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
南
東
部
に
位
置

す
る
島
。
か
つ
て
は
コ
プ
ラ
の
輸
出
で
賑
わ
っ
た
。

（
訳
注
４
）
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
西
部
チ
ェ
ン
デ

ラ
ワ
シ
半
島
の
南
西
海
域
で
マ
ル
ク
諸
島
に
面
す

る
。
フ
ァ
ク
フ
ァ
ク
は
同
島
西
部
の
商
業
都
市
。

（
訳
注
５
）
マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
の
中
央
付
近
に

あ
る
島
。
漁
業
の
中
継
基
地
の
役
目
も
果
た
す
。

（
訳
注
６
）
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
沿
岸
の
島
で
、

近
年
は
観
光
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

〈
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

筆
者
の
カ
マ
ル
デ
ィ
ン
・
ア
ジ
ス
は
、
サ
ン
ゴ

礁
保
全
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
経
て
、
現
在
は
ア

チ
ェ
で
漁
民
を
対
象
に
し
た
震
災
復
興
事
業
に
関

わ
る
社
会
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
。
本
稿

は
、
帰
郷
し
た
際
に
、
直
接
飛
子
漁
民
を
取
材
し
、

聞
き
取
っ
た
話
を
も
と
に
し
て
い
る
。

日
本
で
飛
子
は
、
寿
司
ネ
タ
と
し
て
有
名
だ
が
、

そ
の
多
く
は
中
国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
は
、

バ
ブ
ル
下
で
起
こ
っ
た
寿
司
ブ
ー
ム
に
よ
る
。
最

近
は
韓
国
経
由
で
の
ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
も
多
い
。

ガ
レ
ソ
ン
地
区
の
浜
辺
を
歩
い
て
い
る
と
、
漁
民

が
飛
子
を
持
っ
て
現
わ
れ
、「
買
っ
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
る
。
日
本
人
と
見
れ
ば
飛
子
な
の
だ
。

飛
子
を
は
じ
め
、
ナ
マ
コ
、
フ
カ
ヒ
レ
な
ど
、

昔
か
ら
マ
カ
ッ
サ
ル
は
海
の
食
材
の
輸
出
拠
点
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
食
材
に
関
し
て
は
、
親

分
＝
子
分
関
係
に
基
づ
く
と
い
う
意
味
で
同
様
の

構
造
が
あ
る
。
子
分
は
親
分
の
た
め
に
危
険
を
承

知
で
食
材
を
探
し
、
親
分
は
子
分
と
そ
の
家
族
の

生
活
上
の
面
倒
全
般
を
み
る
。
見
た
目
に
は
、
封

建
的
な
支
配
＝
従
属
関
係
に
映
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
単
純
化
は
で
き
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
日

本
へ
の
安
定
的
な
食
材
輸
出
を
可
能
に
し
て
き
た

面
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
飛
子
漁
に
も
資
源

枯
渇
の
影
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
海
洋
食
材
の
漁
の

外
延
的
拡
大
も
永
遠
に
は
続
か
な
い
だ
ろ
う
。

（ 

ま
つ
い　

か
ず
ひ
さ
／
在
マ
カ
ッ
サ
ル
海
外

調
査
員
）
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